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人・自然・伝統  与謝野で織りなす 新たな未来



別
れ
の
季
節
、
３
月
―
―
。
町
内

の
府
立
高
校
、
小
・
中
学
校
、

こ
ど
も
園
・
保
育
所
に
お
い
て
、
※
約

７
０
０
人
の
生
徒
・
児
童
・
園
児
た
ち
が

学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
府
立
宮
津
天
橋
高
校
で

は
、
加
悦
谷
学
舎
に
お
い
て
卒
業
式
が
行

わ
れ
、
第
１
期
生
２
３
３
人
（
加
悦
谷
学

舎
77
人
、宮
津
学
舎
１
５
６
人
）
が
卒
業
。

卒
業
す
る
３
年
生
は
、
入
学
当
初
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
勉

学
や
部
活
動
な
ど
に
制
限
が
あ
る
中
、
宮

津
天
橋
高
校
の
第
１
期
生
と
し
て
加
悦

谷
・
宮
津
高
校
の
伝
統
と
歴
史
を
受
け
継

ぎ
、
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
同
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
、
卒
業
生
は
少
し
緊
張
し
な
が
ら

も
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で
入
場
。
深ふ
か

田た

聡さ
と
し

校
長
は
式
辞
で
「
高
校
で
育
ん
で
き

た
力
を
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
社
会

の
形
成
の
た
め
に
も
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
月
16
日
に
行
わ
れ
た
与
謝
野
町
宮
津

市
中
学
校
組
合
立
橋
立
中
学
校
の
卒
業
式

で
は
、
73
人
の
生
徒
が
卒
業
し
ま
し
た
。

卒
業
生
た
ち
は
、
一
人
ず
つ
校
長
先
生
か

ら
卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ
た
の
ち
、
す
ば

ら
し
い
歌
声
を
披
露
。
会
場
に
は
、
そ
の

歌
声
に
感
動
の
涙
を
流
す
方
々
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

● 宮津天橋高校卒業式、小・中学校卒業式、こども園終了証書授与式、保育所退所式

未来を担う子どもたち、
笑顔で踏み出す明日への１歩。

　
３
月
23
日
に
行
わ
れ
た
小
学
校
の
卒
業

式
で
は
、
多
く
の
女
子
児
童
た
ち
が
恒
例

と
な
っ
た
桜
色
の
着
物
と
紫
色
の
は
か
ま

姿
で
参
加
。
岩
滝
小
学
校
で
は
、
45
人
の

児
童
た
ち
が
６
年
間
の
思
い
出
や
育
て
て

く
れ
た
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、

中
学
生
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
３
月
28
日
に
は
、
こ
ど
も
園
と
保
育
所

で
、
そ
れ
ぞ
れ
修
了
証
書
授
与
式
と
退
所

式
を
開
催
。
か
え
で
こ
ど
も
園
で
は
、
38

人
の
園
児
た
ち
に
園
長
か
ら
一
人
ず
つ
修

了
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
少
し
照
れ
な
が
ら

も
元
気
よ
く
保
護
者
に
向
け
て
修
了
証
書

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

①校長先生から卒業証書を受け取る卒業生（宮津天橋高校）　②校長
先生から卒業証書を受け取る卒業生（橋立中）　③保護者から花を受
け取る卒園児（かえでこども園）　④答辞を述べる生徒（宮津天橋高校）
⑤かわいく飾り付けられた髪飾り（岩滝小）　⑥「卒業の歌」を歌う
卒業生たち（橋立中）　⑦卒業証書を手に退場する卒業生たち（橋立中）
⑧各校の卒業生に贈られた町長の式辞　⑨卒業式に花を添えた吹奏楽
部の演奏（宮津天橋高校）　⑩答辞を述べる生徒（橋立中）　⑪元気よ
く「卒園の歌」を歌う卒園児たち（かえでこども園）

拝啓、大切な仲間拝啓、大切な仲間

みんなと出会えた奇跡を忘れません。みんなと出会えた奇跡を忘れません。

①

②

④ ③

⑥

⑧ ⑦

⑤

⑨⑩⑪

※ 橋立中学校の宮津市在住および宮津天橋高校の町外在住を含む
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３月 23 日、町内の６つの小学校で卒業証書授与式
が行われました。岩滝小学校では 45 人の児童が卒
業。着物や羽織はかま、中学校の制服などをまとっ
た児童たちは、少し緊張した面持ちで校長先生から
卒業証書を受け取る姿が印象的でした。
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与謝野町の教育
～ 明日の人材を育てる教育文化のまちづくり ～

　
与
謝
野
町
が
目
指
す
未
来
像
は「
人・

自
然
・
伝
統 

与
謝
野
で
織
り
な
す 

新

た
な
未
来
」
で
す
。
こ
の
新
た
な
未
来

と
は
、
22
世
紀
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

の
未
来
で
あ
り
、
人
生
１
０
０
年
時
代

を
生
き
る
私
た
ち
の
未
来
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
未
来
社
会
は
、
人
工
知
能
が

驚
異
的
な
進
化
を
遂
げ
、Society5.0

と
称
さ
れ
る
超
ス
マ
ー
ト
社
会
で
あ

り
、
私
た
ち
の
想
像
を
遥
か
に
超
え
る

社
会
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
の
最
終
的
な
目
標
は
、「
一
人

ひ
と
り
と
社
会
全
体
の
幸
福
実
現
に
資

す
る
こ
と
」
と
思
い
ま
す
。
幸
福
に
な

る
た
め
に
は
、
社
会
を
よ
り
良
く
生
き

る
た
め
の
知
識
や
技
術
、
そ
し
て
確
か

な
人
権
意
識
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し

て
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
人
と
し
て
の

豊
か
な
創
造
力
、
絆
を
強
め
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
回
復
力
・
し
な
や
か
さ
）
な
ど
が
、

今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
与
謝
野
町
、
教
育
委
員
会
、
組
合
教

育
委
員
会
の
「
新
た
な
未
来
」
を
織
り

な
す
活
力
あ
る
人
や
、
地
域
を
創つ
く

る
魅

力
あ
る
取
り
組
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
与
謝
野
町
教
育
委
員
会

教
育
長　
長な
が
し
ま島 

雅ま
さ
ひ
こ彦

Society 5.0・・・サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）のこと。（内閣府ホームページより）

1 各校（園）での特色ある学校づくり ■ 学校教育課 ☎ 43-9025
■ 子育て応援課 ☎ 43-9024

旧加悦鉄道車両車庫新設等工事落成式の様子（令和４年４月 13 日）
近代化のシンボルであった旧加悦鉄道は、昭和元年（1926）から昭和 60 年

（1985）まで、加悦谷地域のヒト・モノの移動を支えてきました。加悦 SL 広
場の閉園に伴い、多数ある車両の中から 123 号機関車（旧加悦鉄道２号機関車）
を含む３車両を与謝野町が譲り受けました。今後は、与謝野町文化財保存活用
地域計画（令和４年７月 22 日に文化庁認定）に則して、123 号機関車をは
じめとした文化財の保護行政の推進に努めていきます。

令和４年度の各校（園）の取り組みを紹介します。

特　集
【特集】与謝野町の教育

コミュニケーション能力の向上をめざした取り組み「Brush Up 
Our Communication Skills」を進めています。エフエム京都（α
－ STATION）からキャスターを招き、「伝わるように伝える」と
いうことの大切さを教えていただきました。普段、生徒たちが発表
する場面でも言葉を吟味し、「表現」にこだわった内容で自分の思
いが伝わるよう意識して活動を行っています。

● 江陽中学校

コミュニケーション能力の向上をめざした取り組み
「Brush Up Our Communication Skills」

再編３年目。人とのつながりを大切にしながら教育活動を進めてい
ます。毎学期行っている全校 SST（ソーシャル スキル トレーニン
グ）では、「気持ちのよいあいさつと返事」「友達の話を上手に聴こ
う」「あたたかいメッセージを伝え合おう」という内容で、言葉を
通して思いを伝え合い、児童を育てています。

● 加悦小学校

仲間と学び合うことを通して、自らの学びに生かそう

「ふるさと俳句」と「ふるさと発信」が本校の２つの柱です。その
一環として地域にお住まいの方を講師として招き、俳句教室を開催
しました。１年生にとっては、本格的な俳句の学習は初めてとなり
ますが、なかなか味のある作品を作ることができました。昨年の
12 月には、保護者にも投句していただき作品の鑑賞会を行いまし
た。優秀な作品として選ばれたものは、懸垂幕を作成してグラウン
ド横に掲出します。

● 橋立中学校

「ふるさと」に目を向けて…

生徒会役員を中心に、春と秋の２回、花植えボランティアの取り組み
を進めています。令和４年度は K.S.S.C（加悦中学校スクールサポー
ト協議会）のご協力も得ながら、プランターや敷地内の花壇づくりに
取り組みました。これからも心和む環境づくりに努めていきます。

● 加悦中学校

生徒会「花植えボランティア」の取り組み 
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令和４年度から算数科を重点教科とし自分の考えを伝え合い、学ぶ
楽しさを感じながら課題解決していく「課題解決型学習の研究」を
進めています。単元や授業の導入を工夫することで児童の意欲を高
め、児童が学習課題を自分ごととして捉え、互いに自分の意見や考
えを相手に伝わるように表現できる力の育成をめざしています。

● 岩滝小学校

意欲を高め、主体的・対話的な学習を通して
学び合い伝え合う授業づくり

週に１回「みごちっこタイム」として、遠望視や本校独自のストレッ
チを行っています。健康や安全に対する関心を高め、課題に気づき解
決に向けて取り組んでいく自己決定の過程を大切にしています。楽し
い活動を取り入れながら健やかな体の維持・向上をめざしています。

● 三河内小学校

気づきを行動につなげ、生き生きと学ぶ子どもをめざして

「もっとやってみたい」意欲を引き出す授業をめざしています。児
童が主体的に活動できる場面を計画的に組み込んでいます。タブ
レット端末を個々の気づきや考えを広げたりつないだりする道具と
して、楽しみながら使っています。

● 市場小学校

よく考え、自ら学ぶことを楽しむ児童の育成

令和４年度は感染対策を十分に行った上で、いろいろな方との関わ
りを大切にしています。地域の方から昔の遊びやお琴、習字などを
教えていただいたり、稲作体験や有機農法の見学、石川うどん体験
を行ったりして地域のよさを改めて実感することができました。ま
た、宮津天橋高校加悦谷学舎生徒とのスポーツ交流や遊びの交流を
通して、自分の将来像を描く機会にもなりました。

● 石川小学校

人との関わりの中で成長しています

月に１度、各児童委員会が主催する話和輪集会では、委員会が考えた
企画とみんなが心和やかに輪になって何でも話せるトークタイムの時
間をもっています。放送委員会や図書委員会、給食委員会の取り組み
など、ワクワクを共有することで 77 人のつながりが深まります。

● 山田小学校

話和輪（わわわ）集会

子ども一人ひとりを温かく見守り、その子らしさを受け止めながら、
子ども主体の保育を心掛けています。子どもたちの心ときめく、心
動かす体験や経験活動を大切に捉え、五感を通した直接体験の中か
ら、探究心や好奇心、人とつながる喜びや楽しさ、たくましい身体
と豊かな心を育んでいきます。

● かえでこども園

豊かな環境の中でつながりながら
夢中になって遊び込む子どもをめざして

試行錯誤を繰り返しながら上記の実現をめざし、活動しています。
分からないことを知りたいと思って自ら調べてみたり、分かったこ
とを友達や先生に伝えたいと思ったりすることで、主体的な活動や
人とのつながりを育んでいます。また、毎日の生活の中で、異年齢
での関わりも広がり、小さい友達に優しく関わったり教えてあげた
りすることで、頼られることがうれしく自信につながっています。

● のだがわこども園

もっとやりたい、こうしてみたいと思うことを
実現するために

2 園小中連携の取り組みについて

　加悦・江陽・橋立中学校校区では小中連携はもと
より、こども園、保育所などと小学校との円滑な接
続を図り、子どもの育ちをしっかりと支援する体制
づくりを重視しています。幼児期に育むことが重要
とされる「学びの芽」は遊びの中で育まれ、「非認
知能力」という言葉で取り上げられることもありま
す。非認知能力は、コミュニケーション能力や自尊
心、社会性などを含み、学業や仕事など子どもの将
来にも影響すると言われています。大人が寄り添い、

見守り、認めたり励ましたりすることはもちろんの
こと、子どもの何気ない気づきや発見、驚きを一緒
に感動するなど、子どもの思いや行為を価値づける
ことで学びの芽は育まれます。
　園での遊びの中にどんな学びの芽が育っている
か、家庭でのどんな場面に学びの芽が
あるか、教育・保育と家庭での関わり
が両輪となって、明日を担う子どもた
ちを一緒に育むことが大切です。

【特集】与謝野町の教育

開園して１年がたち、新しい友達との間に仲間意識も芽生え始めて
います。上記テーマのもと、安心・安全な保育環境、また、さまざ
まな体験活動ができるよう環境を整えています。一人ひとりに寄り
添う温かな関わりのもと、豊かな自然の中で生活や遊びを充実させ、
夢中になって遊ぶ園児の育成をめざしています。新しい地域の中に
根づく笑顔いっぱいのこども園になるよう活動を進めます。

● つばきこども園

いっぱい遊ぼう！　笑顔ひろがる つばきっず
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1 子どもたちが健やかに育ち、
学び続ける地域社会をめざします ■ 社会教育課 ☎ 43-9026

（１）

（２）

（３）

青少年育成会の活動や公民館での活動を通し、学校教育と連
携しながら子どもたちの健全育成に努めます。
　・青少年育成会での活動（子ども発表会　など）
　・公民館における青少年健全育成の取り組み
子どもたちにさまざまな体験活動の場を提供するとともに、
学習活動への支援を行います。
　・放課後学習支援事業、イングリッシュキャンプ　など
地域の方などによる学校活動への支援を応援します。
　・高校魅力化推進事業の取り組み
　・コミュニティ・スクールの取り組み
　・地域学校協働活動事業の取り組み

3 スポーツを通した成長を応援します

（１）町民一人ひとりが年齢や適性に応じて生涯に
渡ってスポーツに親しめる環境整備に取り組
み、健康で生き生きとした生活を送ることが
できる充実した生涯スポーツ社会の実現に努
めます。

（２）あらゆる方々がスポーツを通して、心身の健康、町内外の交流、競技力の向上が図れるよ
うに、さまざまな事業に取り組みます。

・総合型地域スポーツクラブへの支援
・障害者スポーツへの支援　　　　
・町民へのスポーツ指導、研修会の開催　など

・スポーツ協会およびジュニアスポーツ連絡協議会
・いきいきウォーキングの実施

（３）関係団体と連携しながらスポーツ事業の推進に
取り組みます。

・よさの大江山登山マラソン大会
・与謝野町駅伝競走大会
・各種スポーツ大会　など

重要伝統的建造物群保存地区の修理・修景補助事業

4 文化財の調査・研究、保存、活用をします

（１）多様な分野の文化財の調査・研究を行い、新たな知見で地域の歴史文化をひも解きます。

・遺跡調査
・民俗調査

・文献資料調査
・建物調査

・伝承伝説調査
・美術工芸品調査 など

（２）文化財的な価値の高いものは後世に受け継ぐため、文化財指定などを進め保存します。

（３）歴史的建物や史跡など文化財を整備活用し、地域の歴史文化を学ぶ機会を提供します。

・与謝野町加悦伝統的建造物群保存地区（加悦：国選定重伝建、通称「ちりめん街道」）
・地蔵山遺跡（幾地：京都府指定史跡）　　　　　・情報発信や学習会　など

（４）文化財の保存・活用の指針「与謝野町文化財保存活用地域計画」を推進します。

「滝のつばき」の樹勢回復事業

上／年長児を対象に開催した人形劇
下／高校・小学校とのスポーツ交流

2 さまざまな「まなび」や文化活動を進めます

（１）

（２）

（３）

（４）

誰にとっても身近で大切な「人権」について学習を深めてい
きます。
　・人権問題を考える集いの開催
　・標語、ポスター、作文の募集　
　・公民館における人権講座の開催　など
図書資料のさらなる充実をめざすとともに、絵本の読み聞か
せやブックスタートなど、本に親しむ活動にも取り組みます。
　・絵本の読み聞かせの実施　　　・図書資料の充実
　・北部７市町連携により図書館利用カードの発行範囲を拡大　など

平和の大切さを学んだ人権講演会
（写真左が講師　※ 講演会資料より）

生涯のさまざまな場面における学習を支援するとともに、文化の薫りあふれる町をめざ
します。
　・公民館活動の推進　　　　　・文化協会への支援、音楽祭などの開催
　・生涯学習講座の開催　　　　・高齢者、障害者教育の充実　など
地域ゆかりの与謝蕪村や与謝野鉄幹・晶子への理解を深め、郷土への誇りを醸成します。
　・蕪村顕彰全国俳句大会の開催　　　　　　・令和の Buson 俳句大賞の実施
　・小中高などでの俳句教室の開催　　　　　・江山文庫の運営　など

３年ぶりに開催した文化祭 優良公民館表彰を受賞した三河内地区公民館 江山文庫を訪問する小学生たち

【特集】与謝野町の教育

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
ボ
ッ
チ
ャ
」

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

登
山
マ
ラ
ソ
ン

99　　　　　　広報よさの APRIL2023広報よさの APRIL2023 88広報よさのNo.206



増加額

170 円

192 円

401 円

621 円

863 円

1,105 円

2,370 円

5,120 円

13,370 円

27,120 円

54,620 円

改定後料金

1,485 円

1,617 円

3,355 円

5,203 円

7,183 円

9,218 円

19,943 円

42,713 円

111,023 円

224,873 円

452,573 円

現行料金

1,315 円

1,425 円

2,954 円

4,582 円

6,320 円

8,113 円

17,573 円

37,593 円

97,653 円

197,753 円

397,953 円

使用量

８㎥

10 ㎥

20 ㎥

30 ㎥

40 ㎥

50 ㎥

100 ㎥

200 ㎥

500 ㎥

1,000 ㎥

2,000 ㎥

使用水量別比較表（１ヵ月、税込み）

準
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、

京
都
府
流
域
下
水
道
事
業
に
支

払
う
排
水
負
担
金
と
同
等
の 

水
準
と
す
る
こ
と
が
、
妥
当
で

あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
（
一

部
抜
粋
）」

と
い
う
も

の
で
し
た
。

持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
を
目
指
し
て

　
下
水
道
事
業
は
、
公
営
企
業

と
し
て
独
立
採
算
で
の
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

経
営
状
況
は
、
一
般
会
計
が
負

担
す
べ
き
費
用
を
除
い
て
、
必

要
な
費
用
の
７
割
弱
し
か
下
水

道
使
用
料
で
賄
え
て
い
ま
せ
ん

（【
図
１
】「
経
費
回
収
率
の
推

移
」
を
参
照
）。

　
将
来
世
代
に
下
水
道
事
業
を

つ
な
い
で
い
く
た
め
に
は
、
汚

水
処
理
に
必
要
な
費
用
な
ど
、

ご
負
担
い
た
だ
く
べ
き
費
用

は
、
使
用
者
の
皆
さ
ま
に
ご
負

担
い
た
だ
く
よ
う
段
階
的
に
値

上
げ
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な

維
持
管
理
を
行
う
な
ど
、
能
率

的
で
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業

の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

Ｈ
24
年
度

Ｈ
30
年
度

Ｈ
29
年
度

Ｈ
28
年
度

Ｈ
27
年
度

Ｈ
26
年
度

Ｈ
25
年
度

Ｒ
元
年
度

Ｒ
３
年
度

Ｒ
２
年
度

193.6

144.0

243.7235.5246.3
225.6226.3232.1

203.0197.5
163.5

139.3 140.8 146.0 145.7
162.0 167.6 168.1 169.7 170.2

100

90

80

10

20

30

40

50

60

70

0

500

450

400

50

100

150

200

250

300

350

0

71.9

86.1

72.9

71.9 72.1
62.8

71.6 74.3
68.2 69.8

処理原価（円 / ㎥）

使用料単価（円 / ㎥）

経費回収率（％）

凡例

「
経
費
回
収
率
」
と
は
？

　
使
用
料
で
回
収
す
べ
き
経

費
を
、
ど
の
程
度
使
用
料
で

賄
え
て
い
る
か
を
表
し
た
指

標
の
こ
と
で
、
使
用
料
水
準

な
ど
を
評
価
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

一般的なご家庭の場合一般的なご家庭の場合
（使用量 20 ㎥／月）（使用量 20 ㎥／月）

2,9542,954 円円 3,3553,355 円円
（401 円の増）（401 円の増）

※ ６月使用分（7 月請求分）から

住
環
境
の
向
上
に

つ
な
が
る
下
水
道

　
下
水
道
事
業
は
、
ト
イ
レ
の

水
洗
化
や
生
活
雑
排
水
の
側
溝

へ
の
放
流
を
な
く
し
悪
臭
の
防

止
と
衛
生
面
を
向
上
さ
せ
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
住
環
境
の
向
上

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ト
イ
レ
の
水
洗
化
は
、

国
際
連
合
が
定
め
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ 

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」

の
６
番
目
「
安
全
な
水
と
ト
イ

レ
を
世
界
中
に
」
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

審
議
会
か
ら
の
答
申

　
使
用
料
改
定
に
あ
た
り
、
与

謝
野
町
上
下
水
道
審
議
会
に
対

し
「
持
続
可
能
な
上
下
水
道
事

業
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
の

経
営
基
盤
を
つ
く
る
た
め
の
料

金
改
定
に
つ
い
て
」
の
諮
問
を

行
い
、
同
審
議
会
か
ら
令
和
２

年
12
月
に
「
水
道
料
金
・
下
水

道
料
金
及
び
農
業
集
落
排
水
施

設
使
用
料
の
改
定
」
の
答
申
を

受
け
ま
し
た
。
内
容
は
、「
公

営
企
業
に
お
け
る
受
益
者
負
担

の
原
則
の
も
と
、
使
用
料
の
水

下水道使用料を改定します。
令和５年６月使用分から

【図１】経費回収率の推移（維持管理分）

　２月 15 日に招集された与謝野町議会２月臨時会において、「公共下水道使用料条例
の一部改正」などが可決されました。この改正により、６月１日からの下水道使用料お
よび農業集落排水施設使用料について、平均 13・１％の値上げをさせていただきます。
町民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。
問　上下水道課 ☎ 43-9031

福
祉
減
免
制
度
の
創
設

　
上
下
水
道
使
用
料
の
料
金
改

定
に
あ
た
り
、
生
活
困
窮
者
と

生
活
弱
者
の
方
へ
の
配
慮
と
し

て
、
公
共
下
水
道
使
用
料
・
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料

の
一
部
を
減
免
す
る
制
度
を
創

設
し
ま
す
。
対
象
者
な
ど
の
制

度
の
詳
細
は
、
次
号
以
降
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
２
月
15
日
に
招
集
さ
れ
た
与
謝
野
町
議
会
２
月
臨
時
会
に
お
い
て
、「
与
謝
野

町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
改
定
に
よ
り
、
基
本
料
金
と
超
過
料
金
を
そ
れ
ぞ
れ
値
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
衛
生
プ
ラ
ン
ト 

☎
４
２・２
２
４
２

令
和
５
年
６
月
１
日
か
ら

く
み
取
り
手
数
料
を
改
定
し
ま
す
。

　
野
田
川
衛
生
プ
ラ
ン
ト
の

事
業
収
支
は
、
人
口
減
少
お

よ
び
公
共
下
水
道
の
普
及
に

伴
う
く
み
取
り
量
の
減
少
等

に
よ
り
、
年
々
赤
字
額
が
増

大
し
て
い
る
現
状
で
す
。
今

後
も
事
業
を
継
続
し
て
い
く

た
め
、
６
月
１
日
以
降
の
く

み
取
り
分
か
ら
、
く
み
取
り

手
数
料
を
下
表
の
と
お
り
値

上
げ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
浄
化
槽
清
掃
業

者
に
よ
る
浄
化
槽
汚
泥
を
処

理
し
た
場
合
の
施
設
使
用
料

も
、
同
日
か
ら
値
上
げ
と
な

り
ま
す
。

改定

180 ℓまで 1,836 円

１ℓごとに 10.2 円
ずつ加算

現行

180 ℓまで 1,620 円

１ℓごとに９円
ずつ加算

項目

基本料金

超過料金

※ 引き続き、くみ取り時に必要最低限の水の使用にご理解をお願いします

― 手数料改定後のお支払い額 ―
《例》くみ取り量　236 ℓ
【基本料金（Ａ）】180 ℓまで 1,836 円
【超過料金（Ｂ）】180 ℓを超えた 56 ℓ× 10.2 円＝ 571 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1 円未満切り捨て）

【請求額】2,407 円（Ａ＋Ｂ）

下水道使用料金、農業集落排水施設使用料、くみ取り手数料の改定

（％）（円 / ㎥）

答申（町ホー
ムページ）
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基調講演をする谷口氏

　
２
月
26
日
、
知
遊
館
に
お
い
て
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
調
査
事
業 

事
業
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

調
査
事
業
実
施
４
団
体
（
金
屋
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
、
三
河
内
の
将
来
像
を
考
え
る
会
、
１
０
０
年

暮
ら
し
が
繋
が
る
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
、
四
辻
区
）
か
ら
、
３
年
間
の
取
り
組
み
を
報
告
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
町
内
各
区
・
各
地
区
公
民
館
か
ら
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
で
、
対
話
・
地
域
間
交
流
を
行

い
ま
し
た
。　
問　
企
画
財
政
課 

☎
４
３・９
０
１
５

協働の
まちづくり

調査事業

7
人
の
つ
な
が
り
を

育
ん
だ
３
年
間

安
心
・
安
全
で
住
み
や
す
い
持
続
可
能
な

地
域
と
は
何
か
な
ど
、
将
来
の
望
ま
し
い

地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
地
域
と
行
政
と

の
対
話
の
中
で
め
ざ
す
べ
き
地
域
協
働
の

か
た
ち
を
見
出
し
、
と
も
に
手
を
取
り
合

い
、
み
ん
な
の
手
で
未
来
の
地
域
づ
く
り

を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

● 
三
河
内
区
【
三
河
内
の
将
来
像
を
考

え
る
会
】

　
「
豊
か
な
三
河
内
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
地
域
内
の
人
間
関
係
を
豊
か

に
し
、
地
域
社
会
に
役
立
つ
人
材
を
育
成

す
る
」
を
め
ざ
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
次
世
代
の
人
材
育
成
に
焦
点
を
当
て
、

つ
い
て
検
討
。
令
和
４
年
度
に
は
、
実
証

事
業
「
公
民
館
へ
行
こ
う
！
」
や
、
よ
さ

の
み
ら
い
ト
ー
ク
内
に
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
を
し
ま
し
た
。

は
、
区
民
か
ら

の
ア
イ
デ
ア
で
、

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
た
「
デ
ジ

タ
ル
回
覧
板
」

の
実
証
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

● 

四
辻
区

　
「
地
域
の
実
状
や
時
代
に
即
し
た
自
治

会
組
織
と
し
て
、
女
性
な
ど
も
参
加
し
や

す
い
体
制
を
整
え
、
区
・
区
民
・
区
内
の

各
種
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
よ
り
、

地
域
課
題
に
取
り
組
め
る
持
続
可
能
な
区

の
運
営
、
自
治
会
活
動
を
進
め
る
」
を
め

ざ
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
区
の
規
約
改
正
や
空
き

家
調
査
、
区
の
広
報
誌
「
四
辻
た
よ
り
」

を
隔
月
に
発
行
し
て
、
区
内
外
へ
積
極
的

に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

に
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
地
域

の
動
き
を
見
え
る
化
し
、
よ
り
親
近
感
の

あ
る
自
治
会
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

め
ざ
す
姿
の
実
現
に
向
け
て

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
調
査
事
業
は
、
地

域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

の
「
持
続
可
能
な
仕
組
み
」「
地
域
と
行

政
と
の
協
働
の
あ
り
方
」、
10
年
後
、
20

年
後
を
見
据
え
た
「
地
域
の
未
来
」
を
考

え
る
こ
と
を
目
的
に
４
地
区
で
実
施
。
京

都
府
の
伴
走
支
援
も
受
け
な
が
ら
、
各
地

区
の
め
ざ
す
姿
の
実
現
に
向
け
て
一
緒
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

４
地
区
の
事
業
報
告

● 

金
屋
区
【
金
屋
地
域
づ
く
り
推
進
委

員
会
（
愛
称
／
か
が
や
け
金
屋
人
）】

　
「
金
屋
地
区
公
民
館
が
老
若
男
女
を
問

わ
ず
憩
い
の
場
と
な
り
、
公
民
館
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
発
信
で
き
る
場
に
す

る
」
を
め
ざ
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
高
校
生
以
上
を
対
象
と
し
た
区
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
や
、
か
が
や
け
金
屋
人

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
地
区
公
民
館
を

中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
と
情
報
発
信
に

左から報告する山
やまざき

﨑さん（四辻区）、谷
たにがわ

川さん（金屋区）

「金屋公民館へ行こう！」で実施した
新鮮野菜やリユース品の販売

み
ん
な
で
進
め
る
地
域
づ
く
り

　
３
年
間
を
振
り
返
っ
て
の
事
業
報
告
と

参
加
者
同
士
の
対
話・地
域
間
交
流
か
ら
、

地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
多
く

の
気
づ
き
を
、
地
域
と
行
政
の
間
で
共
有

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、

　
人
間
関
係
が
希
薄
化
す
る
と
、
住
民
自

治
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
財
政
的
に
も
質

的
に
も
限
界
が
あ
り
、
行
政
も
な
い
袖
は

ふ
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
自
治
会
や
公
民

館
、
活
動
団
体
の
力
が
な
い
と
楽
し
い
地

域
、
豊
か
な
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
自

助
・
共
助
、
協
働
で
す
。
協
働
で
は
、
行

政
が
中
心
と
な
っ
た
か
た
ち
の
ほ
か
、
課

題
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
一
緒
に

連
携
す
る
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

い
う
か
た
ち
も
で
て
き
ま
し
た
。
一
人
ひ

と
り
の
地
域
へ
の
思
い
は
あ
る
け
ど
、
実

践
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け

が
な
い
と
い
う
話
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
地

域
と
関
わ
る
入
口
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

り
、
開
い
て
い
く
の
か
が
重
要
で
す
。

　
４
地
区
の
取
り
組
み
を
通
し
た
人
の
豊

か
な
つ
な
が
り
が
、
こ
の
３
年
間
で
た
く

さ
ん
育
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
に
ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
人
を
地
域
社

会
と
つ
な
げ
、
人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り

育
て
、
安
心
し
て
話
し
合
い
な
が
ら
、
地

域
内
の
豊
か
な
つ
な
が
り
を
築
か
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
対
話
か
ら
豊
か
な
関
係
を
つ
く
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

福
知
山
公
立
大
学
地 

域
経
営
学
部 

教
授　

谷た
に
ぐ
ち口 

知と
も
ひ
ろ弘

氏

グループワークの様子

三
河
内
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産
業
な

ど
の
現
状
と
課
題
を
知
る
講
座
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
践
。令
和
４
年
度
に
は
、

地
域
の
人
材
育
成
を
担
う
持
続
可
能
な
組

織「
三
河
内
未
来
塾
」を
設
立
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
公
民
館
事
業
と
し
て
活

動
を
継
承
し
て
い
く
予
定
で
す
。

● 

岩
屋
区
【
１
０
０
年
暮
ら
し
が
繋
が

る
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
（
通
称
／

１
０
０
ク
ラ
）】

　
「
１
０
０
年
後
（
３
世
代
先
）
も
豊
か

で
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
つ
な
が
る
地

域
」
を
め
ざ
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
中
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た
区
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
地
域
で
の
暮
ら
し
に
対
す

る
不
安
感
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
区

民
の
幸
福
度
が
上
が
る
取
り
組
み
を
検

討
。
１
０
０
ク
ラ
だ
よ
り
の
発
行
や
ご
み

を
拾
っ
て
岩
屋
ぐ
る
り
旅
の
実
施
、
区

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発

信
な
ど
、
世
代
間
・
団
体
間
交
流
の
機

会
を
創
出
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
に

岩屋区公式 LINE のトップページ四辻区のホームページ

左から報告する千
せん

賀
が

さん（三河内区）、石
いし

田
だ

さん（岩屋区）

1313　　　　　　広報よさの APRIL2023広報よさの APRIL2023 1212広報よさのNo.206



　令和４年度のよさのみらい大学は「リベラルアーツコース」「地域づくり学部」「ビジネス学部」において、
全８講座・コースを開講。延べ 180 人を超える方が受講し、自身の知識を深めたり新たな気づきを得る機会
になりました。今月号では２・３月に開催した講座の内容をお知らせします。　問　企画財政課 ☎ 43-9015

各講座の開催レポートは
よさのみらい大学ホーム
ページからご覧ください
　　　　　　　　▶▶▶

ご
と
に
発
表
し
、
最
後
に
「
私

は
ど
ん
な
風
に
は
た
ら
き
た
い

の
か
」
を
一
人
ひ
と
り
発
表
し

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
京
都
市
内

か
ら
の
受
講
生
の
ほ
か
に
、
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
の
参
加
も
あ

り
、
そ
の
か
わ
い
さ
に
い
や
さ

れ
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
受
講

生
と
の
交
流
を
通
し
て
、
自
身

に
合
っ
た
「
は
た
ら
く
」
を
考

え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
で
は
、
女
性

の
し
ご
と
・
雇
用
創
出
イ
ベ
ン

ト
「
み
ん
な
で
つ
く
る
！　
未

来
の
は
た
ら
き
か
た
」
を
、
２

日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
自
分
の
「
生
き
る
中
で

大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
」
を

見
つ
め
直
し
、
他
の
受
講
生
が

ど
ん
な
価
値
観
を
大
切
に
し
て

い
る
の
か
を
共
有
。
自
分
を
見

つ
め
、
価
値
観
の
共
有
の
中
で

得
ら
れ
た
気
づ
き
を
グ
ル
ー
プ

「
わ
た
し
ら
し
く
」
働
く
を
考
え
る

【受講生の感想】
大人とじっくり話せる場がうれしくて感謝していま
す。自分に向き合う時間も機会ももてていなかったの
で、久しぶりに良い時間を過ごせました。

イベント開催の様子

の
京
都
橘
大
学
経
済
学

部
准
教
授
の
小こ

山や
ま

大だ
い
す
け介

氏
は
「
経
済
は
生
活
そ

の
も
の
」
と
話
し
、
与

謝
野
町
の
地
域
経
済
分

析
報
告
書
を
私
た
ち
の

生
活
に
落
と
し
込
ん
で

わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
義
の
あ
と
は
、
受

講
生
が
自
由
に
自
分
の

な
り
た
い
職
業
に
な
り

き
り
、
経
済
循
環
を
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
。
小
学
生
や
高
校
生
の

受
講
生
か
ら
は
、
給
食
や
通

学
な
ど
の
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
講
座
を

通
じ
て
、「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
」
の
動
き
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
楽
し
く
学
ぶ
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
与
謝
野
町
が
も
し
20
人
の

ま
ち
だ
っ
た
ら
」
と
題
し
た
地

域
内
経
済
循
環
ゲ
ー
ム
を
開
催

し
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
年
代
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
昨
日
の
晩
ご
は
ん
」
を
思

い
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
講

義
で
は
、
食
材
の
購
入
先
や
産

地
な
ど
に
考
え
を
巡
ら
し
、
自

身
の
消
費
を
見
つ
め
直
す
こ
と

か
ら
経
済
循
環
を
体
感
。
講
師

【
受
講
生
の
感
想
】

経
済
を
「
晩
ご
は
ん
」
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

受
講
生
の
考
え
方
・
ア
イ
デ
ア

の
違
い
が
与
謝
野
町
の
財
産
だ

と
感
じ
た
。

考
え
て
み
よ
う

地
域
経
済
の
循
環

ビジネス学部

アイディアを出し合う参加者

ビジネス学部

Q A
「消防団」ってなあに ??

&
　　与謝野町には 10 の分団があり、火災などの有事に備えた訓練と、町民の皆さん与謝野町には 10 の分団があり、火災などの有事に備えた訓練と、町民の皆さん
に防火意識を持ってもらう防火広報活動を行っています。しかし、消防団を取り巻に防火意識を持ってもらう防火広報活動を行っています。しかし、消防団を取り巻
く環境は年々厳しくなってきており、団員の確保が困難になってきています。今月く環境は年々厳しくなってきており、団員の確保が困難になってきています。今月
号では、消防団や活動内容についてお知らせします。号では、消防団や活動内容についてお知らせします。

Q1．消防団って？

消防団は、消防組織法に基づき全国の各市町村に設置されている組織です。その構成員である消防団員は、消防団は、消防組織法に基づき全国の各市町村に設置されている組織です。その構成員である消防団員は、
他に本業を持ちながら、権限と責任を有する非常勤特別職の地方公務員として、「自らの地域は自らで守る」他に本業を持ちながら、権限と責任を有する非常勤特別職の地方公務員として、「自らの地域は自らで守る」
とういう精神で、消防防災活動を行っています。とういう精神で、消防防災活動を行っています。

Q2．消防団と消防署との違いは？

消防署は「常備の機関」であり、火災出動はもちろんのこと、救急車での救急・搬送業務、またはその他
の災害時においての対応をしています。消防団は「非常備の消防機関」として火災等の災害時に消防署と
協力して活動を行い、平常時にも火災予防・防災活動などを行っています。

Q3．消防団員の身分はどうなるの？

非常勤特別職の地方公務員となります。条例に基づき報酬と出動手当が支給され例に基づき報酬と出動手当が支給され
ます。また、活動中にケガなどをした場合は、公務災害補償の対象となります。ます。また、活動中にケガなどをした場合は、公務災害補償の対象となります。

Q4．消防団員になるための資格ってあるの？

特別な資格はいりません。町内に居住しているまたは勤務している方で、年齢が特別な資格はいりません。町内に居住しているまたは勤務している方で、年齢が
18歳以上の健康な方なら大丈夫です。男女は問いません。与謝野町消防団でも「ひ18歳以上の健康な方なら大丈夫です。男女は問いません。与謝野町消防団でも「ひ
まわりふれあい隊」として女性団員が活躍しています。まわりふれあい隊」として女性団員が活躍しています。

Q5．消防団の活動内容って？

火災発生時の消火活動はもちろん、地震や風水害などの大規模災害時の救助、救出、警戒巡視、避難誘導、
災害防御にあたります。平常時は、消防訓練や防火広報活動などを行っています。また、消火訓練技術を
披露する消防操法大会も行われます。このほかに、ひまわりふれあい隊による啓発活動も行っています。

Q6．仕事と消防団活動は両立できるの？

現団員の中にも夜勤や残業の多い方はいますが、出られる範囲で消防団活動に参加しているのが現状です。
仕事などさけられない用事があればやむを得ませんし、その場合に参加を強要することもしていません。

消防団について不明な点などは、総務課防災危機管理対策室（☎ 43-9011 ／役場野田川庁舎）へ。

第９分団のポンプ車操法（第 28 回
京都府消防操法大会）

がんばってます！消防団 編集 ● 第９分団
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● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

おはなし会を開催します

※ ３会場とも午前 10 時 30 分から

【野田川分室】４月 22 日（土）
【本　　　館】５月６日（土）
【加 悦 分 室】５月 13 日（土）

　３月 10 日、国際ソロプチミスト宮津（会長・小
こ

牧
まき

弘
ひろ

美
み

氏）から「図書カード 10 万円」を寄贈いただきました。
　この寄贈は、同団体の設立 45 周年を記念し子育てや
子どもたちを支援するめ、「図書の購入にあててほしい」
との考えから行われたものです。図書館では絵本や児童
書、大人数でも読み聞かせができる大型の絵本を購入し、
皆さんに利用していただく予定です。この度のご寄贈、
まことにありがとうございました。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宮
津
の
皆
さ
ん
と

矢や

の野
館
長
（
左
か
ら
２
番
目
）

● 図書カードを寄贈いただきました

● 与謝野町出身の
● 「あの人」の本が入りました！

　与謝野町出身で、昨年惜しまれつつ現役を引退した元プロ野球選手の
糸
いと

井
い

嘉
よし

男
お

さん。糸井さんは「超人」と呼ばれた肉体をどう鍛え上げていっ
たのか。そのトレーニング方法を紹介するとともに、現役時代のエピソー
ドも振り返ったファン必読の１冊。

『超人ソリューション 筋肉と向き合う哲学
心も豊かになる筋トレの法則』　　　糸井嘉男／日本文芸社

一般書  ●『安倍晋三回顧録』安倍晋
三／中央公論新社 ●『カリスマ保育
士てぃ先生の子育てのみんなの悩み、
お助け中！』てぃ先生／ダイヤモンド

社 ●『北欧で見つけた気持ちが軽くなる暮らし』
桑原さやか／ワニブックス ●『東大に名探偵はい
ない』市川憂人／KADOKAWA ●『不思議カフェ
NEKOMIMI』村山早紀／小学館 

 児童書  ●『くすのきだんちのひ・み・つ』武鹿悦
子／ひかりのくに ●『てをつなぐのだいすき』き
むらゆういち／偕成社 ●『ロボットは泣くのか？
』佐藤まどか／講談社 ●『大雪のサバイバル』ポ
ドアルチング／朝日新聞出版 ●『未来の給食、な
に食べる？』楠木誠一郎／講談社 ●『だれもみえ
ない教室で』工藤純子／講談社 ●『そつえんセブ
ン』もとしたいづみ／世界文化ワンダークリエイト

住所変更などは図書館へ連絡をお願いします

初めて図書館で本を借りるときは「利用登録」が必要です。
身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証など）をお
持ちのうえ、図書館まで申し込みください。なお、利用者カー
ドを紛失した場合には、150 円の再発行料がかかります。

今月の
新着図書

時の贈り物［ 第 126 回　与謝野の氏神祭り②　江戸時代から続く加悦の天満神社の神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

 ]	

悦
の
天
満
神
社
は
加

悦
・
算
所
両
地
区
の

氏
神
で
、
神
輿
は
両
地
区
内
を

渡
御
し
ま
す
（
神
輿
の
巡
行
を

「
渡
御
」
と
い
い
ま
す
）。
掛
け

声
は
「
ヨ
ー
イ
サ
ー
」
で
、
世

話
方
の
号
令
に
追
い
か
け
て
約

40
人
の
担
ぎ
手
が
一
斉
に
声
を

上
げ
ま
す
。
号
令
が
「
ヨ
イ
ッ

サ
ッ
」
に
変
わ
る
と
駆
け
足
の

合
図
で
す
。
重
い
神
輿
を
大
き

く
揺
ら
し
て
勢
い
よ
く
進
み
、

時
に
同
じ
所
を
何
度
も
行
っ
た

り
来
た
り
し
て
、
観
衆
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
す
。
観
衆
か
ら

「
ヨ
イ
ッ
サ
ッ
」
の
声
が
上
が

る
こ
と
も
あ
り
、
一
体
感
に
包

ま
れ
ま
す
。

　
神
輿
渡
御
は
２
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
ま
す
。
初
日
の
宵
宮

に
天
満
神
社
境
内
の
神
輿
堂
か

ら
長
い
石
段
を
下
り
、
各
所
を

巡
り
三
河
内
地
区
に
近
い
算
所

グ
ラ
ウ
ン
ド
北
側
の
御
旅
所
に

到
着
。
１
泊
し
た
神
輿
は
２
日

目
の
本
祭
で
各
所
を
練
り
歩
い

た
後
に
、
宵
宮
と
逆
の
順
路
を

た
ど
っ
て
１
５
５
段
の
石
段
を

登
り
、
神
輿
堂
に
戻
り
ま
す
。

　
渡
御
に
際
し
て
、
神
輿
の
前

加

を
チ
リ
リ
ン
棒
や
大
鈴
と
い
っ

た
鳴
り
物
と
と
も
に
、
加
悦
区

５
町
、
算
所
区
５
町
が
そ
れ
ぞ

れ
一
本
ず
つ
出
す
幟の
ぼ
り十

本
が
進

み
ま
す
。
神
輿
が
停
ま
る
際

に
、
こ
れ
ら
の
幟
は
ま
と
ま
っ

て
立
て
掛
け
ら
れ
ま
す
が
、
宵

宮
と
本
祭
で
並
び
順
が
異
な
り

ま
す
。
算
所
の
御
旅
所
に
向
か

う
宵
宮
で
は
算
所
が
先
に
、
天

満
神
社
の
神
輿
堂
に
戻
る
本
祭

で
は
加
悦
が
先
に
と
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
３
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
威
勢
よ

い
「
ヨ
イ
ッ
サ
ッ
」
の
掛
け
声

に
地
区
が
沸
き
立
つ
神
輿
渡
御

の
再
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
） 宵宮に天満神社の石段を下りてくる神輿

A LT リレーコラム 	［第 131 回　美しい雪と山に魅せられて　by ドラン・ピーター・エマニュエル］　　　COLUMN

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
橋
立

中
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ピ
ー
タ
ー

で
す
。
去
年
の
夏
に
与
謝
野
町
に
来
町

し
て
か
ら
半
年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
。

　
今
回
、
与
謝
野
町
で
過
ご
す
初
め
て

の
冬
に
は
、
多
く
の
雪
と
と
も
に
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。
私

の
住
ん
で
い
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
大
西
洋
に
面
し

た
東
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
大
西
洋

に
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
比
較

的
温
暖
な
気
候
で
は
あ
り
ま
す
が
、
冬

に
は
雪
が
降
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
与
謝
野
町
と
比
べ
る
と
雨

や
雪
が
降
る
こ
と
は
珍
し
く
、
与
謝
野

町
の
「
う
ら
に
し
」
に
は
な
か
な
か
慣

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
雪
が
降
る

こ
と
自
体
が
珍
し
く
、
雪
の
予
報
と

な
る
と
町
中
が
大
混
乱
に
な
り
ま
す
。

住
民
は
す
べ
て
の
道
路
に
融
雪

剤
を
ま
き
、
学
校
は
す
べ
て
休

校
に
な
り
ま
す
。
天
気
予
報
は

必
ず
当
た
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
当
日
雪
が
降
ら
な
か
っ
た

と
き
は
、
学
校
は
そ
の
ま
ま
休

校
と
な
り
、
少
し
得
し
た
気
分

に
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
与
謝
野
町
で
は
雪
が
降
っ

た
と
し
て
も
少
し
の
雪
で
は
休

校
に
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

雪
道
を
歩
い
て
通
学
す
る
姿
を
見
て
、

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　
私
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
ほ
か
に
ボ

ス
ト
ン
市
、
オ
ラ
ン
ダ
に
も
住
ん
で
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
も
共
通

し
て
平
坦
な
土
地
で
あ
り
、
与
謝
野
町

の
よ
う
に
美
し
い
山
々
を
今
ま
で
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
紅
葉
の

時
期
も
も
ち
ろ
ん
美
し
い
で
す
が
、
雪

が
積
も
っ
た
後
の
山
々
の
美
し
さ
に
は

心
が
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
美

し
い
光
景
を
日
常
的
に
見
ら
れ
る
こ
と

は
と
て
も
ぜ
い
た
く
な
体
験
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
思
う
と
寒
く
厳
し
い
与
謝

野
町
の
冬
も
よ
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
与
謝
野
町
の
広
大
な
自

然
か
ら
な
る
美
し
い
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
、頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

皆

日本の雪山は本当に美しいですね！
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山
田
保
育
所

☎
４
２・３
６
１
０

所　
長　

堀
口　
美
佳

所
長
補
佐　

梅
田
智
奈
美

主
任
保
育
教
諭　

堀　
　
綾
美

主
査
保
育
士　

糸
井
裕
実
子

主
査
保
育
士　

三
宅　
夏
希

保
育
士　

羽
渕　
彩
代

調
理
員　

吉
田
千
代
野

石
川
保
育
所

☎
４
２・３
６
１
１

所　
長　

平
池　
理
香

所
長
補
佐　

中
瀬
知
英
美

主
任
保
育
士　

白
数　
聖
子

主
査
保
育
士　

羽
川
友
梨
香

主
査
保
育
士　

上
野　
耕
平

保
育
士　

豊
嶋　
愛
織

保
育
士　

若
野　
千
晶

調
理
員　

山
﨑　
妙
美

岩
滝
小
学
校

調
理
員　

國
屋　
和
秀

（
暫
定
再
任
用
）

加
悦
中
学
校

作
業
員　

浪
江　
　
謙

与謝野町職員人事異動・配置一覧

わたしはココにいます ! !
令和５年度の全職員の配置をお知らせします。なお、機構改革を
行ったため、前所属は記載していません。

係　
長　

吉
岡　
敦
文

係　
長　

長
島　
昭
太

主　
任　

小
西　
良
祐

主　
任　

池
田　
雅
広

主　
任　

今
井　
俊
郎

主　
任　

大
江　
麻
美

主　
任　

徳
澤　
千
夏

主　
任　

鎌
田
あ
い
さ

主　
査　

永
野　
和
美

（
暫
定
再
任
用
）

主　
査　

髙
尾　
健
志

主　
査　

田
中　
皓
詞

主　
査　

小
牧　
祥
子

福
祉
課☎

４
３・９
０
２
１

課　
長　

田
辺　
茂
雄

主　
幹　

芳
賀　
和
代

主　
幹　

西
原　
　
誠

係　
長　

藤
原  　

 

誠

係　
長　

志
賀　
伸
之

係　
長　

田
中　
百
絵

係　
長　

小
西　
隆
博

主
任
介
護
支
援
専
門
員

本
田
奈
都
子

主
任
社
会
福
祉
士　

小
山　
佳
子

主
任
社
会
福
祉
士　

今
田　
祐
里

主
任
社
会
福
祉
士　

金
谷　
　
豪

主　
任　

藤
井　
　
彩

主　
査　

下
川　
賢
司

（
暫
定
再
任
用
）

● 

財
産
活
用
・
契
約
室

室　
長　

細
井　
義
文

主　
任　

中
村　
有
希

主　
任　

多
賀
野
芳
則

● 

派
遣

文
化
庁

主　
事　

山
﨑　
初
盟

京
都
府

課　
長　

小
室　
光
秀

主　
事　

小
西　
峻
平

京
都
地
方
税
機
構

課　
長　

小
牧　
伸
行

主　
任　

白
數　
勝
也

宮
津
与
謝
環
境
組
合

課
長
補
佐　

和
田　
直
樹

海
の
京
都
Ｄ
М
Ｏ

主　
任　

井
田　
拓
磨

産
業
観
光
課

☎
４
３・９
０
１
２

課　
長　

市
田　
桂
一

主　
幹　

大
上　
寛
起

主　
幹　

塩
見　
雅
樹

係　
長　

井
戸
本
大
輔

係　
長　

井
上　
公
章

主　
任　

妹
尾
由
紀
子

主　
査　

荒
木　
拓
哉

主　
査　

糸
井
慎
太
朗

主　
査　

西
原　
康
平

主　
事　

矢
野　
聖
菜

【
本
庁
舎
】

１
階

総
務
課☎

４
３・９
０
１
０

課　
長　

柴
田　
勝
久

主　
幹　

芦
田　
侑
祐

（
京
都
府
か
ら
派
遣
）

主　
幹　

池
田　
浩
樹

課
長
補
佐　

中
田　
秀
樹

係　
長　

田
村　
尊
彦

主　
任　

梅
田　
聡
史

主　
任　

松
井　
陽
一

主　
任　

大
江　
伸
和

主　
任　

安
田　
光
樹

主　
任　

園
田　
研
斗

主　
任　

坂
根
あ
ゆ
み

主　
任　

安
達　
希
美

主　
査　

中
村　
達
郎

主　
査　

加
藤　
昌
孝

主　
査　

伊
達　
隆
宏

主　
事　

永
井　
大
地

主
事
補　

木
村
佳
那
子

（
新
規
採
用
）

会
計
課☎

４
３・９
０
１
３

課　
長　

安
田　
　
敦

課
長
補
佐　

堀
場
理
恵
子

主　
任　

金
谷　
景
子

２
階

建
設
課☎

４
３・９
０
１
４

課　
長　

柴
山　
　
進

主　
幹　

岡
本　
重
幸

課
長
補
佐　

長
島　
裕
二

課
長
補
佐　

杉
本
真
由
美

課
長
補
佐　

倉
田　
健
史

係　
長　

山
本　
　
剛

係　
長　

後
藤　
周
作

係　
長　

由
利
慎
太
郎

主　
任　

谷
山　
邦
宏

主　
任　

釣
田　
好
基

主　
査　

藤
垣　
浩
二

（
暫
定
再
任
用
）

主　
査　

谷
口　
裕
城

主　
査　

大
江　
勇
人

主
事
補　

田
村　
彪
剣

　
（
新
規
採
用
）

主
査
社
会
福
祉
士　

奥
野
由
美
子

主　
査　

上
田　
春
香

主
査
社
会
福
祉
士　

安
達　
寛
将

主
査
保
健
師　

髙
尾
か
お
り

主　
事　

松
田　
翔
子

保
健
課

☎
４
３・９
０
２
２

課　
長　

矢
野　
彰
男

主　
幹　

青
山　
潤
子

主　
幹　

和
田　
吉
平

課
長
補
佐　

安
田
雄
一
郎

課
長
補
佐　

大
泉
み
の
り

係　
長　

小
西
衣
都
子

係　
長　

金
谷　
信
康

主　
任　

西
村　
彰
洋

主　
任　

奥
野　
眞
敏

主
任
保
健
師　

中
村　
　
愛

主
査
保
健
師　

荒
木　
春
菜

保
健
師　

小
巻　
千
晶

保
健
師　

足
達　
友
佳

● 

国
民
健
康
保
険
診
療
所

☎
４
３・３
６
０
１

看
護
師
長　

伊
達　
美
雪

主
任
理
学
療
法
士　

上
田　
充
弥

主
任
理
学
療
法
士　

南　
　
康
海

主
査
看
護
師　

坂
根
み
ち
よ

（
暫
定
再
任
用
）

看
護
師　

山
根　
彩
加

看
護
師　

西
田
三
知
江

企
画
財
政
課

☎
４
３・９
０
１
５

課　
長　

山
口　
　
崇

（
京
都
府
か
ら
派
遣
）

課
長
補
佐　

成
毛　
克
明

課
長
補
佐　

廣
野　
智
史

係　
長　

井
上　
朱
里

係　
長　

渡
邉　
稔
之

主　
任　

松
本　
潤
也

主　
任　

廣
谷　
章
彦

主　
任　

谷
口　
貴
章

主　
任　

秦　
　
弘
記

主　
任　

小
谷　
　
文

主　
査　

平
野　
公
規

（
暫
定
再
任
用
）

主　
査　

本
田　
智
宏

主　
事　

吉
本　
　
萌

主
事
補　

白
須　
月
菜

（
新
規
採
用
）

【
加
悦
庁
舎
】

１
階

住
民
税
務
課

☎
４
３・９
０
２
０

課　
長　

吉
岡　
素
子

主　
幹　

前
田
留
美
子

課
長
補
佐　

山
口　
周
作

係　
長　

本
田
実
佐
子

係　
長　

浪
江　
真
理

２
階農

林
環
境
課

☎
４
３・９
０
２
３

課　
長　

三
田　
大
智

主　
幹　

上
田　
　
誠

主　
幹　

杉
本　
政
也

課
長
補
佐　

岡
本　
　
仁

課
長
補
佐　

引
野　
浩
明

係　
長　

落
合　
久
志

係　
長　

牛
田　
竹
史

係　
長　

岩
間　
智
昭

主　
任　

田
中　
和
恵

主　
事　

森
岡　
佳
祐

主　
事　

植
田
悠
太
郎

● 

地
球
温
暖
化
対
策
室

室　
長　

谷
口　
義
明

主　
任　

糸
井　
健
博

主　
査　

細
見　
将
吾

子
育
て
応
援
課

☎
４
３・９
０
２
４

課　
長　

坪
倉　
由
貴

課
長
補
佐　

半
海　
大
輔

係　
長　

小
西　
哲
夫

主
任
社
会
福
祉
士　

金
谷
恵
衣
子

主
任
保
健
師　

伊
藤　
真
美

主
任
保
健
師　

百
鳥　
朋
子

主　
査　

細
見　
厚
子

（
暫
定
再
任
用
）

役
場

主　
査　

牛
田　
睦
美

（
暫
定
再
任
用
）

主　
査　

前
野
み
ゆ
き

（
暫
定
再
任
用
）

主　
査　

浪
江　
昭
人

（
暫
定
再
任
用
）

主
査
保
健
師　

香
山　
優
子

（
暫
定
再
任
用
）

主　
査　

三
野　
真
穂

主
査
保
健
師　

橋
本　
　
遥

栄
養
士　

塩
見
知
佳
子

保
健
師　

相
見　
侑
那

主　
事　

小
林　
柚
里

教
委･

学
校
教
育
課

☎
４
３・９
０
２
５

次
長
兼
課
長　

中
上　
伸
午

主
幹
兼
指
導
主
事　

片
西　
健
太

（
新
規
採
用
）

課
長
補
佐　

吉
田　
達
雄

（
暫
定
再
任
用
）

課
長
補
佐　

堀
口　
義
雄

主　
任　

田
中　
栄
輔

主　
任　

由
利　
景
子

主　
任　

加
畑　
達
也

主　
査　

西
脇　
公
人

教
委･

社
会
教
育
課

☎
４
３・９
０
２
６

課　
長　

小
谷　
貴
儀

主　
幹　

加
藤　
晴
彦

主　
幹　

大
江　
　
聡

係　
長　

竹
下　
浩
二

係　
長　

井
﨑　
洋
之

主　
査　

谷
原　
春
加

主　
査　

田
中　
結
人

学
芸
員　

清
原　
啓
護

● 

知
遊
館☎

４
６・２
４
５
１

係　
長　

瀬
戸
真
由
美

３
階

議
会
事
務
局

☎
４
３・９
０
２
７

局　
長　

前
田　
昌
一

局
長
補
佐　

坂
根
加
奈
子

主　
任　

後
藤
麻
貴
子

【
野
田
川
庁
舎
】

１
階

総
務
課

● 

防
災
危
機
管
理
対
策
室

☎
４
３・９
０
１
１

室　
長　

楠　
　
敏
幸

主　
査　

小
西　
勝
歩

主　
事　

蘓
理　
勝
春

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
４
２・７
２
０
６

所　
長　

増
田　
靖
彦

課
長
補
佐　

山
田　
智
之

調
理
員　

上
田　
卓
巳

調
理
員　

吉
田　
忠
宏

調
理
員　

長
島　
和
泰

調
理
員　

千
賀　
　
亘

調
理
員　

藤
田
み
ゆ
き

か
え
で
こ
ど
も
園

☎
４
６・２
０
２
６

園　
長　

和
田
マ
リ
子

副
園
長　

加
畑　
志
保

園
長
補
佐　

井
上　
和
美

主
任
保
育
教
諭　

西
嶋　
郁
子

主
任
保
育
教
諭　

市
田　
朋
子

主
査
保
育
教
諭　

藤
村　
美
香

主
査
保
育
教
諭　

早
瀬　
杏
美

主
査
保
育
教
諭　

大
松　
徳
喜

主
査
保
育
教
諭　

岩
根　
玲
佳

保
育
教
諭　

土
江　
知
里

保
育
教
諭　

角
野　
香
織

保
育
教
諭　

小
池　
優
花

調
理
員　

安
田　
弥
生

つ
ば
き
こ
ど
も
園

☎
４
３・１
４
３
２

園　
長　

前
田　
裕
美

副
園
長　

小
牧
伊
佐
子

主
任
保
育
教
諭　

田
中　
史
穂

主
任
保
育
教
諭　

森　
　
智
美

主
任
保
育
教
諭　

長
島　
雅
子

主
任
保
育
教
諭　

永
濱
美
由
紀

主
査
保
育
教
諭　

伊
達　
香
里

主
査
保
育
教
諭　

吉
岡
ま
な
み

保
育
教
諭　

瀧
本　
健
太

保
育
教
諭　

谷
川　
瑛
美

保
育
教
諭　

白
數　
　
都

保
育
教
諭　

白
須　
美
紅

調
理
員　

河
辺　
咲
子

調
理
員　

倉　
　
宜
子

作
業
員　

山
田
八
十
美

の
だ
が
わ
こ
ど
も
園

☎
４
２・３
６
０
９

園　
長　

森
津　
清
美

副
園
長　

平
林
亜
紀
子

園
長
補
佐　

松
森　
文
子

主
任
保
育
教
諭　

青
木
あ
ゆ
美

主
任
保
育
教
諭　

友
次
さ
ゆ
り

主
任
保
育
教
諭　

上
山　
晃
平

主
任
保
育
教
諭　

古
賀　
麻
衣

主
査
保
育
教
諭　

竹
原　
七
緒

保
育
教
諭　

上
野　
知
美

保
育
教
諭　

本
田　
佳
帆

保
育
教
諭　

小
巻　
智
栄

保
育
教
諭　

小
谷　
千
恵

調
理
員　

倉
橋
真
奈
美

作
業
員　

山
添
有
紀
子

長
島　
栄
作（

総
務
課
長
）

小
池　
大
介

（
企
画
財
政
課
長
）

藤
垣　
浩
二

（
防
災
安
全
課
長
）

平
野　
公
規（

保
健
課
長
）

下
川　
賢
司

（
子
育
て
応
援
課
長
）

山
添　
雅
男

（
上
下
水
道
課
長
）

植
田　
弘
志

（
社
会
教
育
課
長
）

退
職
者

（
３
月
31
日
付
）

水
口　
淳
子

（
保
健
課
主
査
保
健
師
）

坂
根　
み
ち
よ

（
国
民
健
康
保
健
診
療
所
看
護
師
長
）

東　
牧
子（

福
祉
課
主
幹
）

須
田　
美
鈴

（
住
民
環
境
課
長
補
佐
）

高
橋　
愛

（
商
工
振
興
課
主
事
）

彦
坂　
裕
香

（
石
川
保
育
所
長
補
佐
）

岡
井　
裕
子

（
山
田
保
育
所
主
任
保
育
士
）

上
辻　
佳
苗

（
つ
ば
き
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

國
屋　
和
秀

（
岩
滝
小
学
校
調
理
員
）

今
井　
康
夫

（
再
任
用
任
期
満
了
）

※ 

括
弧
内
は
最
終
所
属

野
田
川
衛
生
プ
ラ
ン
ト

☎
４
２・２
２
４
２

所　
長　

野
村　
光
男

係　
長　

糸
井　
敬
雅

主　
任　

山
村　
祐
輝

上
下
水
道
課

☎
４
３・９
０
３
１

課　
長　

赤
西　
秀
幸

主　
幹　

桝　
　
幹
明

課
長
補
佐　

大
門　
　
洋

課
長
補
佐　

坂
根　
　
豊

課
長
補
佐　

山
﨑　
友
裕

課
長
補
佐　

浪
江　
和
徳

係　
長　

大
上　
知
子

係　
長　

石
倉　
康
智

主　
任　

吉
岡　
弘
人

主　
任　

山
口　
高
平

主　
任　

倉
橋　
雄
大

施
設
等

与謝野町マスコットキャラクター
「まめっこまいちゃん」
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Yosano Textile Traning C
enter

① 織物職人養成プログラムの様子
② 織技センター内に並ぶ手機
③ この白い看板が目印です ①

③

②

― 織物技能訓練センター（以下、「織技センター」）とは ―
織物の座学から織機（力織機・手機）の基本的な動かし方まで、基礎からしっかりと学ぶことが
でき、織物未経験者でも機場で即戦力として働くことができるように学べる施設です。

与謝野町織物技能訓練センター
（所在地／与謝野町字四辻 515 番地１） （土日および祝日、年末年始を除く）

午後５時▶午前９時開
館
時
間

施設や利用に関すること
産業観光課 ☎ 43-9012

織物職人養成プログラムの受講に関すること
織物技能訓練センター ☎ 42-2527／問

・
申

京都府伝統産業優秀技術
者「京の名工」でもあり、
60 年もの間、手機職人
として「つづれ織」を手
がける。織技センターで
は、手機の普及と担い手
の育成に尽力している。

平成 26 年から担い手の
養成を手がける職人。織
機調整１級技能士の資格
を持ちながら、織技セン
ターの管理から力織機の
指導に至るまで手広く行
い、今までに約 90 人の
職人を養成してきた。

茂
も ろ

籠 龍
りゅう

一
いちろう

郎（写真左） 尾
お

関
ぜき

 正
まさ

巳
み

（写真右）

手機のプロフェッショナル 力織機のプロフェッショナル

▶ 技術指導者 － Technical Leader －▶ 織機の利用 － Use －

一定の知識がある方は、以下の料金で織機を利用でき
ます。ただし、原則、営利目的では利用できません。

－ 利用料金 －
【力織機】200 円
【手　機】100 円
【準備機】100 円

※ いずれも１時間あたりの
料金

－ 織機台数 －
【津田駒製シャットル織機】
４台

【レピア】１台
【手機】18 台　※ 小幅・広幅含む

【整経機】１台

－ Program －▶ 織物職人養成プログラム
織物に関する座学から織りの工程までを理解できるよ
うになるまで受講できます。

【町内の方】5,000 円／プログラム
【町外の方】1,000 円／時間

※ 上記の料金は、令和４年度の１人あたりの料金
※ 受講時間の目安（力織機プログラムで約 50 ～ 60 時間程度）

― 補助金をご活用ください ―
与謝野町の主要産業でもある織物業およびその関連産業の振興と発展を図るため、事業者が行う
生産基盤の整備や事業に関する前後工程などの内製化を図る取り組みに対して支援します。

補助金の名称 補助率 補助金額

織物業生産基盤支援事業補助金 ３分の１以内 上限額（100 万円）
下限額（10 万円）

織物業生産設備広幅化支援事業補助金 ２分の１以内 上限額（250 万円）
下限額（10 万円）

織物業内製化支援事業補助金 【ハード】２分の１以内
【ソフト】４分の３以内

【ハード】上限額（200 万円）
【ソフト】上限額（50 万円）

織物業小規模生産基盤支援事業補助金 ３分の１以内 上限額（10 万円未満）
下限額（１万円）

織物業生産基盤を支援する つの補助金4

☎ 43-9012 ／ FAX 46-2851
メール sangyokanko@town.yosano.lg.jp

問
・
申

産業観光課
補助金の詳細は、
町ホームページを
ご覧ください　▶

▶ 申請受付期間

▶ 補助対象期間

　5月31日㊌まで　※ 各補助金の重複申請はできません

　原則、令和6年 1月31日㊌まで

物の産地として
り手（職人）を育む
物技能訓練センター織

織物業に関する

支援のご案内
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

２/ ６ 公共桝設置⑨工事 石川地内 11 者 株式会社井田建設 1,549 1,384 1,384 89.35 R5/2/14
～ 3/15

２/17 旧機業会館解体工事設計監理業務
委託 岩滝地内 ９者 有限会社一級建築士事務所

コア建築事務所 2,544 ― 2,500 98.27 R5/2/23
～ 9/30

２  月入札結果 問　総務課 ☎ 43-9010

与謝野町クラウドファンディング型
ふるさと納税活用事業を募集します

令
和
５
年
度

　与謝野町では、豊かな社会や持続的な地域経済の実現と町民が生き生
きと安心して暮らし続けることができるまちづくりの推進のため、クラ
ウドファンディング型ふるさと納税を活用した「与謝野町クラウドファ
ンディング型ふるさと納税活用事業」を募集します。

4月24日㊊
　～ 5月31日㊌

■ 事前相談期間

6月 1日㊍
　～ 16日㊎

■ 申請期間
【募集事業】ビジネスチャレンジ事業・地域づくり事業

■ 制度案内
■ 事前相談
■ 事業募集

■ 事業承認
■ ウェブサイト掲載
■ 内容の調整

■ 寄附募集 ■ 交付決定
■ 事業完了
■ 実績報告
■ 完了検査

■ 補助金支払い

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

制
度
の
案
内

事
業
計
画
の
申
請
受
け
付
け

承
認
通
知

事
業
計
画
の
審
査

補
助
金
交
付
申
請
（
事
前
着
手
）

広
報
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、
報
道

機
関
へ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス 

な
ど
）

事
業
進
捗
の
確
認

情
報
発
信

事
業
着
手

補
助
金
交
付
決
定

補
助
金
の
額
確
定

事
業
完
了
お
よ
び
実
績
報
告

補
助
金
の
請
求

補
助
金
の
交
付

事前相談 返礼品登録
募集ページ作成 寄附募集期間

■ 事業のスケジュール

学童保育所に電化製品などを寄贈いただきました
宮津ライオンズクラブ結成 60 周年記念事業 問　社会教育課 ☎ 43-9026

　
宮
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長
・

三み
つ

野の

孝た
か
ゆ
き行

氏
）
か
ら
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
を
過

ご
す
学
童
保
育
所
に
、
多
数
の
電
化
製

品
や
玩
具
な
ど
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
寄
贈
は
、
同
ク
ラ
ブ
結
成
60

周
年
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
３
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
記
念
式

典
に
お
い
て
、
本
町
に
対
し
目
録
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
に
あ
る
６
ヵ
所
の
学
童
保
育
所

で
は
、
早
速
、
子
ど
も
た
ち
が
寄
贈
い

た
だ
い
た
玩
具
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
、
大

切
に
使
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
度
の
ご

寄
贈
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

寄贈いただいた玩具（一部）

宮津与謝環境組合からのお知らせ　～ 宮津与謝環境組合議会の結果について ～

　宮津与謝環境組合は、１市２町（宮津市、伊根
町、与謝野町）から排出されるごみを宮津与謝ク
リーンセンターにおいて、できる限り資源化、減
量化を図りながらごみ処理を行っています。
　当組合に関連して、令和５年第１回宮津与謝環
境組合議会が 2 月 21 日に開催され、提出しまし
た６議案が同意、可決されましたのでお知らせし
ます。
問　宮津与謝環境組合 ☎ 46-2111

監査委員の選任について
…【同意】
公平委員会委員の選任について
…【同意】
宮津与謝環境組合議会の個人情報の保護に関する
条例の制定について　…【可決】
宮津与謝環境組合個人情報保護法施行条例の制定
について　…【可決】
令和４年度宮津与謝環境組合一般会計補正予算

（第２号）　…【可決】
令和５年度宮津与謝環境組合一般会計予算
…【可決】

●

●

●

●

●

●

提出議案の同意および可決状況

令和５年度一般会計予算の内訳
【歳入・歳出総額】５億 6,590 万円

宮津市分担金宮津市分担金
２２億億 2,5832,583 万円（39.9％）万円（39.9％）

伊根町分担金伊根町分担金
2,2192,219 万円（3.9％）万円（3.9％）

与謝野町分担金与謝野町分担金
22 億億 1,8871,887 万円（38.7％）万円（38.7％）

使用料・手数料使用料・手数料
1,8001,800 万円万円

（3.2％）（3.2％）

諸収入諸収入
8,0008,000 万円（14.1％）万円（14.1％） 繰越金繰越金

100100万円（0.2％）万円（0.2％）

歳入

歳
出

項　目 金　額

じん芥処理費 ５億 2,162 万円
総 務 費 4,090 万円
議 会 費 17 万円
公 債 費 20 万円
予 備 費 300 万円

※ 千円未満を切り捨てしているため、各項目の合計が
一致しない場合があります

問
・
申

産業観光課 ☎ 43-9012
■ ビジネスチャレンジ事業

企画財政課 ☎ 43-9015
■ 地域づくり事業

※ 事前相談を受けられた事業者の方、
申請を検討している事業者の方を対象
に、クラウドファンディングの相談・説
明会を５月中旬に開催予定です。 令和４年度の実績は町ホー

ムページからご覧ください

町 政  News & Information町 政  News & Information
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訂正とお詫び 

広 報 よ さ の ３ 月 号
（No.205）において、
誤りがありましたの
で、訂正してお詫び申
し上げます。

【訂正内容】
Ｐ 19「グラウンド・
ゴルフ場」の休館日。
正しくは、12 月～２
月です。

功績・功労をたたえて
　

宮
﨑
有
平
さ
ん
（
岩
滝
）
は
、

平
成
22
年
４
月
に
与
謝
野
町
議
会

議
員
に
初
当
選
さ
れ
て
以
来
、
12

年
10
ヵ
月
の
長
き
に
わ
た
り
在
職

さ
れ
、
そ
の
間
、
総
務
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
委
員
長
、
副
議
長
を

歴
任
さ
れ
、
令
和
４
年
５
月
か
ら

は
議
長
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

和
田
裕
之
さ
ん
（
石
川
）
は
、

平
成
22
年
４
月
に
与
謝
野
町
議
会

議
員
に
初
当
選
さ
れ
て
以
来
、
12

年
10
ヵ
月
の
長
き
に
わ
た
り
在
職

さ
れ
、
そ
の
間
、
議
会
広
報
特
別

委
員
会
委
員
長
、
副
議
長
を
歴
任

さ
れ
、
令
和
４
年
５
月
か
ら
は
、

産
業
建
設
環
境
常
任
委
員
会
委
員

長
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
政
と

自
治
振
興
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
果
た
さ
れ
た
と
と
も
に
、
現
在

も
与
謝
野
町
議
会
議
員
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の

功
績
を
た
た
え
、
３
月
15
日
、
役

場
加
悦
庁
舎
議
場
に
お
い
て
、
与

謝
野
町
自
治
功
労
者
表
彰
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご
尽
力
に

対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

● 

与
謝
野
町
自
治
功
労
者
表
彰

宮み
や
ざ
き﨑 

有ゆ
う
へ
い平さ

ん

和わ
だ田 

裕ひ
ろ
ゆ
き之さ

ん

　
安や

す

田だ 

勝ま
さ
るさ

ん
（
加
悦
）、
矢や

の野
幸ゆ

き

子こ

さ
ん

（
金
屋
）、
三み

宅や
け

美み

ち

こ
千
子
さ
ん
（
下
山
田
）、

四し

宮み
や

功い
さ

雄お

さ
ん
（
男
山
）
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
12
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
民
生
児
童

委
員
を
務
め
ら
れ
、
町
の
行
政
推
進
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
功
績
を
た
た
え
、
３
月
20
日
、

役
場
本
庁
舎
に
お
い
て
、
与
謝
野
町
特
別
職

員
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご
尽

力
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

与
謝
野
町
特
別
職
員
表
彰

人権の花運動を実施しました 
人権の花運動感謝状贈呈 問　住民税務課 ☎ 43-9020

　
３
月
14
日
、
町・法
務
局・

人
権
擁
護
委
員
で
構
成
す
る

丹
後
・
中
丹
人
権
啓
発
活
動

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

か
ら
、
加
悦
小
学
校
に
人
権

の
花
運
動
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
に
３
年
生
43
人

が
球
根
を
植
え
付
け
、
友
だ

ち
と
協
力
し
な
が
ら
育
て
て

き
た
人
権
の
花「
ス
イ
セ
ン
」

は
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。こ
の
運
動
は
、

児
童
が
協
力
し
花
を
育
て
る

こ
と
を
通
し
て
、
協
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
や
生
命
の
尊

さ
を
実
感
し
、
優
し
さ
と
思

い
や
り
の
心
を
体
得
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

きれいな花を咲かせるスイセン

四宮さん、三宅さん、矢野さん、安田さん
（左から )

気
で
す
。
ま
た
、
観
光
情
報
の

提
供
も
行
っ
て
お
り
、
グ
ル
メ

や
宿
泊
、
交
通
な
ど
の
情
報
提

供
に
加
え
、
近
隣
市
町
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
と
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。

　
道
の
駅
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る

桜
の
名
所「
野
田
川
親
水
公
園
」

で
は
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上

旬
こ
ろ
に
か
け
て
満
開
の
桜
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道
の

駅
で
購
入
し
た
品
物
を
持
っ

て
、
ご
家
族
や
友
人
と
お
花
見

に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■ 営業期間　午前９時～午後５時
■ 定 休 日　12 月 31 日
問　道の駅シルクのまち かや ☎ 43-0390

謝
野
町
産
の
野
菜

と
特
産
品
を
取
り

そ
ろ
え
て
い
る
「
道
の
駅
シ

ル
ク
の
ま
ち 

か
や
」。
道
の

駅
に
並
ぶ
野
菜
は
、
す
べ
て

地
元
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
直

接
運
び
込
ん
だ
新
鮮
な
野

菜
。
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
購

入
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
顔

つ
き
で
生
産
者
を
紹
介
す
る

Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
看
板
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
特
産
品
の
地

酒
、
ビ
ー
ル
、
シ
ル
ク
雑
貨

の
ほ
か
、
地
元
の
お
店
の
手

作
り
パ
ン
や
惣
菜
な
ど
も
人

道の駅シルクのまち かや
～ 地元の新鮮野菜と特産品がせいぞろい ～

与

野
田
川
親
水
公
園
の
桜

町 政  News & Information

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、２月 16 日から３月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています。

令和５年２月末現在
まちのうごき

人　口 20,128 人（－ 38）

　男　 19,632 人（－ 23）

　女　 10,496 人（－ 15）

世帯数 8,906 戸（－ 10）
※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※外国人含む

総務課
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

与謝野町役場本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理
対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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与謝野町文化協会視察与謝野町文化協会視察
研修事業の参加者募集研修事業の参加者募集

日時　５月 14 日（日）午前８時
～午後６時半（予定）
行き先　兵庫県丹波篠山市（篠山
城大書院、武家屋敷資料館、柏原
藩陣屋跡・歴史民俗資料館など）
募集対象　文化協会員 20 人、町
民の方（高校生以上）20 人
※ 希望者が定員を超えた場合、
抽選を行い参加者を決定します
参加費　3,500 円／１人（昼食代・
入館料・保険料等　※ 当日徴収）
　　４月 20 日（木）までに、参
加申込書を加悦地域公民館・知遊
館・中央公民館のいずれかへ。な
お、参加申込書は上記の公民館に
あります。
問　社会教育課 ☎ 43-9026

マイナンバーカードのマイナンバーカードの
一部手続きの停止一部手続きの停止

4 月 29 日（祝）から 5 月 7 日（日）
まで、全国的な公的個人認証シス
テムの更改作業のため、以下の日
程で役場窓口におけるマイナン
バーカード（以下、「カード」）の
業務が停止します。
日程　５月１日（月）、２日（火）
窓口でできない手続き
■ 電子証明書の発行、失効およ
び更新
■ 暗証番号のロック解除および
初期化
※ ただし、停止期間中でもカー
ドの受け取りなど、一部の手続き
は可能です
　　個人番号カードコールセンター
☎ 0570-783-578

第 41 回京都府女性の船第 41 回京都府女性の船
の参加者募集の参加者募集

実施時期　
【研修】６月２日（金）～５日（月）
３泊４日

【事前研修】５月 20 日（土）
【事後研修】７月上旬の土曜日

行き先　北海道
参加費　38,000 円程度
　　４月 21 日（金）までに、住
民税務課（☎ 43-9020）へ。
※ 申込書は役場各庁
舎住民係にあるほか、
京都府ホームページ
からダウンロードで
きます
　　京都府男女共同参画課
☎ 075-414-4291

※ 掲載している情報は、３月 28 日（火）現在のものです

募

問

問
問

お知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申 i ＝ お知らせ 催 ＝ 催し ＝ 募集募 ＝ 相談相 ＝ 講習会・講演会講

i祝日のごみ収集に祝日のごみ収集に
ついて（昭和の日）ついて（昭和の日）

４月 29 日（土）は祝日ですが、
平常どおりごみ収集を行います。
お間違えのないようお願いします。
　　農林環境課 ☎ 43-9023

【完全予約制】休日・夜間の【完全予約制】休日・夜間の
マイナンバーカード受け取りマイナンバーカード受け取り

平日にマイナンバーカードの受け
取りが難しい方は、ご利用くださ
い。また、暗証番号の再設定・電
子証明書の更新などの手続きにつ
いては、事前にご相談をお願いし
ます。

《休日窓口》
日時　■ ５月 13 日（土）、14 日

（日）午前９時～午後１時
予約締め切り・・・５月 11 日（木）
■ ５月 28 日（日）午前９時～午
後１時
予約締め切り・・・５月 25 日（木）

《夜間窓口》
日時　毎週水曜日の午後６時半まで
予約締め切り…前の週の金曜日
受取場所
休日・夜間とも役場野田川庁舎
　　住民税務課 ☎ 43-9020

【マイナポイント】設定【マイナポイント】設定
サポート休日窓口の開設サポート休日窓口の開設

マイナポイント（最大２万円相当
のポイント）を受け取るためには、
マイナンバーカードを受け取った
後、ポイントの申し込みが必要で
す。
日時　４月 22 日（土）午前９時
から 11 時まで受け付け
会場　役場野田川庁舎
持ち物
■ マイナンバーカード
■ ４桁の暗証番号（マイナンバー
カード受け取りの際に設定したも
の）
■ 希望するキャッシュレス決済
サービス（ご本人様名義）
※ 決済サービス ID、セキュリ
ティコード
■ 公金受取口座に登録する通帳

（希望する方のみ。ご本人様名義）
注意事項
■ キャッシュレス決済によって
は事前登録などが必要な場合があ
りますので、手続きを完了した状
態でお越しください。
■ 順番にご案内しますので、時
間に余裕をもってお越しください。
　　住民税務課 ☎ 43-9020

まちづくり人づくりまちづくり人づくり
補助金の申請受け付け補助金の申請受け付け

対象者　町内で公益的な活動を
行う団体（自治会、実行委員会、
NPO、ボランティアサークルなど）
※ ５人以上の構成員を有し、そ
の過半数以上が与謝野町民である
こと
対象事業
①コミュニティづくり事業
町内で実施する住民福祉、防災、
文化、スポーツまたはコミュニ
ティづくりのソフト事業
②コミュニティ施設整備事業
公民館や集会所の新築または増改
築など
③コミュニティ備品整備事業
公民館や集会所で使用するコミュ
ニティ活動に資する備品整備
補助率・上限額
①５万円以上、補助率２分の１以
内（補助金限度額：30 万円）
② 20 万円以上、補助率３分の２
以内（補助金限度額：200 万円
※ 自治総合センター助成事業に
採択された場合を除く）
③ 10 万円以上、補助率３分の２
以内（補助金限度額：30 万円）
事業実施期間　４月１日（土）か
ら令和６年３月 31 日（日）まで
の間に実施し、完了するもの
　　　　５月 31 日（水）までに、
必要書類を添えて企画財政課（☎
43-9015）へ。

第 26 版与謝野町バス・第 26 版与謝野町バス・
鉄道時刻表の訂正鉄道時刻表の訂正

掲載内容に誤りがありました。以
下のとおり訂正しお詫びします。
P ６「丹鉄・JR 列車乗り継ぎ早
わかり表」
大阪方面≪上り≫ 与謝野駅発６
時 18 分発の便（大阪駅着９時 26
分、新大阪駅着９時 32 分）を削除
　　企画財政課 ☎ 43-9015

i

i i

i

問 問

問

問

税目 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 納税通知書
の送付日

町 民 税
府 民 税 普通徴収 ６/30

（金）
８/31
（木）

10/31
（火）

１/31
（水）

　 6 月中旬

固 定 資 産 税 ５/31
（水）

７/31
（月）

10/ ２
（月）

12/28
（木） 5 月中旬

軽 自 動 車 税 ５/31
（水）

　 5 月中旬

国民健康保険税 6/30
（金）

７/31
（月）

８/31
（木）

10/ ２
（月）

10/31
（火）

11/30
（木）

12/28
（木）

１/31
（水）

２/29
（木）

４/ １
（月）

6 月中旬
※ 納付書は毎月送付

令和５年度の納期　－ 期限までに納付をお願いします －

町府民税・固定資産税
町府民税は 6 月に、固定資産税は 5 月に 1 年分（各
４枚）の納付書をまとめて送付しますので、なくさ
ないようにしてください。一括納付の方は、４枚の
納付書を使って納付してください。
国民健康保険税
口座振替以外の方は、納付書を毎月送付します。一
括納付の方は、一括用納付書を使って納付してくだ
さい。
納期は月末です
各税目とも納期は月末ですが、その日が土日祝日の
場合はその翌日となります。納期を過ぎると督促状

■

■

■

を送付することがありますので、期限までに納付を
お願いします。
納期を過ぎると延滞金が課されます
納期限を過ぎてから納付した場合、納期限の翌日か
ら完納の日までの日数に応じて、年 8.7％の割合を
乗じて計算した延滞金を課すことになります。
※ 納期限の翌日から 1 ヵ月を経過する日までの期
間については年 2.4％です。ただし、これらの割合
は毎年変動します

【町民税・固定資産税・軽自動車税】
住民税務課 ☎ 43-9020

【国民健康保険税】保健課 ☎ 43-9022

■

納付方法

i

府ホームページ

募

問・申

問

申

申

分譲宅地を販売しています

与謝野町では、定住を促進することにより地域の活性化
を図るため、分譲宅地を販売しています。購入や見学をご希望の方は、
建設課までお問い合せください。　問　建設課 ☎ 43-9014

３年以内に居住用の建築物を建て、居住をする方
日吉ヶ丘団地（明石）… 残り９区画
寺田団地（算所）… 残り１区画
福井小井根団地（加悦）… 残り３区画
※ 販売価格および申込資格は町ホームページ（右上の
二次元コード）をご覧ください
町ホームページまたは建設課（役場本庁舎）にある申込
書に必要事項を記入の上、必要書類を添えて建設課へ。

■ 対 象
■ 分譲宅地

■ 申込方法
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まちの 話題話題 お届けします

　特定非営利活動法人国際ボランティ
ア学生協会（I

イ ビ ュ ー サ
VUSA）と阿蘇海環境づ

くり協働会議による「みんなでカキ殻拾う Day」
が阿蘇海沿岸で実施されました。
　小雪が舞う寒さの中、ボランティア学生・地元
団体関係者約 30 人が参加し、堆積するカキ殻約
1.3 トンを回収。回収したカキ殻はごみとして捨
てるのではなく農地に散布するなど、山・川・海
が連なる与謝野町で回収したものを大地に還元す
る「自然循環」の取り組みとなりました。今後も
阿蘇海環境改
善に向けた取
り組みを進め
ていくため、
８月にも同協
会の協力のも
と実施される
予定です。

● みんなでカキ殻拾う Day

学生とともに阿蘇海をきれいに

26
2

阿蘇海に流れ込む水路で作業する学生たち

　重要伝統的建造物群保存地区「ちりめ
ん街道」において、街道内の民家などに

飾られたお雛様を見て回る「ちりめん街道ひな
めぐり 2023（主催／ちりめん街道を守り育てる
会）」が３年ぶりに開催され、多くの来場者でに
ぎわいました。
　旧尾藤家住宅（府指定有形文化財）や民家など
約 20 軒では、各家々で大切に受け継がれてきた
歴史あるお雛様に併せて、丹後ちりめんの晴れ着
や西陣織の帯なども展示。また、飲食や物販、体
験が楽しめる「街道マルシェ」も同時に開催され、
来場者は晴天の下、お雛様と飲食を楽しみながら
街道を巡っていました。

● ちりめん街道ひなめぐり 2023

街道を彩るお雛様

4
3

ちりめん街道内の民家に飾られたお雛様を見学する来場者

● 与謝野町の環境未来 2023

身近なことからエコを考える

　与謝野町の環境保全や地球温暖化防止
対策の一環として、一緒に交流しながら

エコについて考える啓発イベント「与謝野町の環
境未来 2023〔主催／よさの百年の暮らし委員会

（愛称：みらいふ）〕」が、加悦谷ショッピングプ
ラザウイルで開催されました。
　当日は約 100 人の来場者があり、エコ縁日・
発電体験・環境クイズ・グリーンカーテン相談・
啓発パネル展示の各ブースを親子で回り楽しむ様
子や笑顔が見られ、環境問題を考える良い機会と
なりました。

5
3

環
境
ク
イ
ズ
に
答
え
る
来
場
者 　漫才コンビ「シャンプーハット」のてつじさん

が企画する「米から日本酒を造る 2023」。田植え・
稲刈りは東大阪市で行われましたが、日本酒の仕
込み・絞りは、与謝娘酒造（与謝）さんで行わ
れました。与謝野町有線
テレビでは、仕込み・絞
りの工程を密着取材させ
ていただきました。その
様子を町公式 YouTube
チャンネル（下記の二次
元コード）で公開してい
ますので、ぜ
ひご覧くださ
い。

● てつじの「米から日本酒を造る」

与謝野町の水で造る日本酒

有線テレビの取材を
受けるてつじさん
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